
平成31年度一般会計予算／歳入

（３）歳入

　○歳入款別前年度比較

　　平成31年度一般会計当初予算歳入総額606億円を款別（科目別）に分類すると第2表

　のとおりとなります。

【第2表　歳入款別前年度比較表】

環境性能割交付金 34,000 0.1 － － 34,000 皆増

7.6 162,500 3.6

100.0 1,600,000 2.7歳 入 合 計 60,600,000 100.0

市 債 4,642,500 7.7 4,480,000

59,000,000

1.4 0 0.0

諸 収 入 3,495,733 5.8 3,513,938 6.0 ▲ 18,205 ▲ 0.5

繰 越 金 800,000 1.3 800,000

0.0 16,262 73.8

繰 入 金 1,619,669 2.7 1,372,631 2.3 247,038 18.0

寄 附 金 38,312 0.1 22,050

財 産 収 入 91,502 0.1 85,225 0.1 6,277 7.4

県 支 出 金 3,059,087 5.0 2,646,875

1.8 65,7191.8 1,044,233

4.5 412,212

6.3

国 庫 支 出 金 6,327,791 10.4 5,912,060 10.0 415,731 7.0

使用料及び手数料 1,109,952

15.6

分担金及び負担金 894,332 1.5 1,073,003 1.8 ▲ 178,671 ▲ 16.7

交通安全対策特別交付金 19,000 0.0 20,000

0.2 11,3280.2 89,811

0.0 ▲ 1,000

12.6

地 方 交 付 税 860,000 1.4 1,296,000 2.2 ▲ 436,000 ▲ 33.6

地方特例交付金 101,139

▲ 5.0

自動車取得税交付金 96,000 0.2 153,000 0.3 ▲ 57,000 ▲ 37.3

ゴルフ場利用税交付金 235,000 0.4 231,000

0.2 ▲ 5,0000.2 117,000

0.4 4,000

▲ 4.3

地方消費税交付金 2,953,000 4.9 2,898,000 4.9 55,000 1.9

株式等譲渡所得割交付金 112,000

1.7

0.2 0 0.0

0.0 22,000

配 当 割 交 付 金 101,000 0.2 101,000

利 子 割 交 付 金

増減額

（千円）

1.0 6,981

平成31年度 平成30年度

当初予算額 構成比 当初予算額
（千円）

科目の区分

32,501,174 55.1

（％） （千円）

増減率

（％）
構成比

市 税 861,828 2.733,363,002 55.0

1.1

▲ 3,000 ▲ 13.619,000

地 方 譲 与 税 627,981 1.0 621,000

0.0

（％）
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○自主財源・依存財源

　歳入は、「自主財源」と「依存財源」に分類することができます。

　自主財源が多いほど、行政活動の自主性と安定性を確保できるとされています。
　第4図は自主財源・依存財源の内訳、第5図は自主財源・依存財源の推移を示していま
す。

　自主財源は、市が自主的に収入することができる財源のことで、市税、分担金及び負
担金、使用料及び手数料などがあり、今年度は414億1千万円で、前年度と比較すると10
億円の増額となり、歳入全体の68.3％を占めています。
　依存財源は、国や県の意思によって定められた額を交付される財源のことで、国・県
支出金や地方債などがあり、今年度は191億9千万円で、前年度と比較すると6億円の増
額となり、歳入全体の31.7％を占めています。
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第5図 自主財源・依存財源の推移

自主財源 依存財源 自主財源構成比（右目盛）

自主財源

414.1億円
68.3%

依存財源

191.9億円
31.7%

市税

333.6億円

55.0%
分担金及び負担金

8.9億円

1.5％

使用料及び手数料

11.1億円

1.8%

諸収入

35.0億円

5.8%

その他

25.5億円

4.2%

地方譲与税

6.3億円

1.0%

地方消費税交付金

29.5億円

4.9%

地方交付税

8.6億円

1.4%

国庫支出金

63.3億円

10.4%

県支出金

30.6億円

5.0%

市債

46.4億円

7.7%

その他

7.2億円

1.3%

第4図 自主財源・依存財源の内訳

歳入総額

606億円

自主財源構成比（％）
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○市税

　これは、市民税において3億4,448万円、固定資産税において3億9,062万円の増額が見
込まれることなどによるものです。
　
　第6図は市税の推移、第7図は市税の内訳を示しています。

　歳入の根幹をなす市税は、前年度と比較して全体で8億6,183万円（2.7％）の増額と
なる見込みです。
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第6図 市税の推移

固定資産税 市民税 その他 歳入に占める市税の割合(右目盛)

固定資産税

199.8億円

59.9%

市民税（個人）

83.1億円

24.9%

市民税（法人）

33.6億円

10.1%

市たばこ税

11.7億円

3.5%

その他

5.4億円

1.6%

第7図 市税の内訳
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【第３表　市税前年度比較表】

【用語解説】

　　主な市税

説　　　明

　住民の日常生活に直接結びついた身近な仕事の費用をそれぞれ
の負担能力に応じて分担し合うという性格の税金です。個人と法
人があり、均等の額を負担する均等割とその人の所得金額に応じ
て負担する所得割（法人の場合は法人税割）から構成されていま
す。

　毎年1月1日に土地、家屋、償却資産（これらを総称して「固定
資産」といいます。）を所有している人に課される税金で、その
固定資産の価格をもとに税額が算定されます。

202,248 5,318 2.6

33,363,002 32,501,174 861,828 2.7合　　　計

都市計画税 207,566

名　　称

市　民　税

固定資産税

1 0 0.0

10,710 8,961 1,749 19.5

1,081,403 90,085 8.3

550 409 141 34.5鉱　産　税

特別土地保有税

入　湯　税

19,592,969 390,621 2.0

318,263 288,828 29,435 10.2

8,237,270 70,732 0.9

3,362,832 3,089,085 273,747 8.9

固定資産税

平成31年度
当初予算額

8,308,002

19,983,590

1,171,488

1

市たばこ税

軽自動車税

個　人

法　人

市　民　税

平成30年度
当初予算額

増減率
（％）

増減額

（単位：千円）

11,670,834 11,326,355 344,479 3.0
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○地方債

　第８図は、地方債の推移を示しています。

　前年度との比較では、大栄地区小中一体型校舎建設事業が増額となったため、全体で
は1億6,250万円（3.6％）の増額となりました。

　地方債は、小中学校建設事業や幹線道路整備事業などの大規模な社会資本整備事業の
財源となっています。
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第８図 地方債の推移

起債額 歳入に占める市債の割合(右目盛)


